
  

 

 

 

 

はじめに 

 今日、情報通信技術（ＩＣＴ）は世界的な勢いで研究開発が行われており、急速に進化

と普及が進んでいます。総務省が実施した平成 29 年通信利用動向調査によれば、13 歳か

ら 59 歳の年齢層でインターネット利用率が９割を超え、７割を超える世帯がスマートフォ

ンを保有しており、社会における情報通信のあり方の多様化やソーシャル・ネットワーク・

サービス（ＳＮＳ）等の利活用により、誰もが容易に情報の収集・発信を行える時代にな

りました。 

 静岡県は、平成７年度に静岡県高度情報化推進規程を定め、高度情報化社会の着実な形

成を目的に、ＩＣＴの有効活用による県民サービスの向上、地域の活性化、行財政事務の

高度化・効率化に取組む方針を立てました。この規程及び平成 28 年 12 月に施行された「官

民データ活用推進基本法」により、都道府県に「官民データ活用推進計画」の策定が義務

付けられたことから、高度情報化基本計画に官民データの利活用等を盛り込み、平成 30 年

３月に 2018 年度から 2021 年度を対象とした「高度情報化基本計画（ＩＣＴ戦略 2018）・

官民データ活用推進計画」を策定しました。 

 

１ 高度情報化基本計画策定の背景、方向性等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県高度情報化基本計画（ＩＣＴ戦略 2018）・官民データ活用推進計画と

統計データの利活用 

経営管理部 統計利用課 

特 集 

静岡県情報化基本計画 

「新ふじのくにＩＣＴ戦略」 

（平成 26 年３月策定） 

計画期間：平成 26～29 年度 

（計画期間満了） 

官民データ活用推進基本法 

（平成 28 年 12 月施行） 

都道府県における 

「官民データ活用推進計画」策定の義務化 
 

現況を踏まえ、高度情報化の方向性、施策体系等を定めた 

「高度情報化基本計画」を策定

 国：「世界最先端ＩＴ国家創造宣言・ 

   官民データ活用推進基本計画」 

（平成 29 年５月 30 日策定） 

（即して）

（内容）デジタルデータの利活用促進、手続のオンライ

ン化原則、データの円滑な流通の促進、情報シ

ステム改革・業務の見直し 等 

近年におけるＩＣＴの著しい進化と普及 

・ ＩｏＴ（モノのインターネット） ・ＡＩ（人工知能） ・ビッグデータ ・認証技術

・ オープンデータ ・ブロックチェーン ・スマートデバイス ・マイナンバーカード 等



２ 基本計画の概要 

 

(1) 基本施策 

   本計画は「人とＩＣＴ／データが織り成す超スマート社会の実現～ＩＣＴ／データ 

  利活用により、富を生み、士（人）を育み、豊かで快適な地域社会を創る～」を基本 

  理念としています。 

   また、「新世代のＩＣＴ（ＩｏＴ、ＡＩ等）への対応」、「デジタルデータの流通・ 

利活用の促進」、「オープンイノベーションの促進」を基本戦略とし、ＩＣＴ／データ 

利活用を推進するため、① 新世代のＩＣＴ等の実装・利活用促進、② データ通信基

盤等の整備促進、③ データの循環・流通の促進、④ ＩＣＴ／データに係る教育及び

人材活用・育成の推進、⑤ デジタル県庁・デジタル行政の推進の５つの柱を基本施策 

として、ＩＣＴ戦略の実現を目指し、取り組んで行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ／データの新たな利活用のイメージ 

住民の利便性向上 

オンライン申請 
ＡＩによる 

問合せ対応

業務はデジタル形式、 
データはオープンが原則 

オープンデータ

誰もがいつでも 
どこでも 

情報にアクセス・ 
多様な機器が 

情報発信

スマートデバイス

外国人とも 
スムースに 

コミュニケーション 

多言語自動翻訳

誰もが自由に 

ＩＣＴ利活用 

音声認識 

付加価値の創出 
高品質化・高価値化

センサー等による生産管理

地域社会全体が最適化 

省資源・省エネ 

ＩＣＴ教育 

ＩＣＴ/データを利活用 

できる人材の活躍 

テレワーク 

働き方改革の実現、 
地方の雇用創出 

民産学官連携で 
地域課題解決 

協働によるアプリ開発

ビッグ 
データ

ＡＩ 
(人工知能)ＩｏＴ

分 析 ・ 解 析 

 
保 

管 

・ 

集 

積

生 成 ・ 収 集

 
利

用

・

連

携

【 データ利活用の循環 】



３ オープンデータの利活用推進に向けた取組の全体像 

 

  前ページのイメージ図にあるように「データ利活用の循環」が基本理念を達成するた 

めの重要なキーワードになります。それを踏まえ、静岡県では、次に示す全体像のよう

な、最先端の“データが活発に利活用される仕組み”の構築を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

      

      

 

 

  

      

 

 

      

      

       

 

 

 

 

      

       

 

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンデータ利活用推進に向けた取組の全体像 

新世代のＩＣＴ（ＡＩ、ＩｏＴ 

など）の登場 
 
 

 
 
 
データ大流通時代の 

到来 
 
あらゆる場面で 

ネット上の知識や知恵を 

共有・活用 

↓ 

人々の生活や産業が 

一変する可能性 

 

データが活発に 

利活用される 

仕組みの構築 

データがヒトを豊かにする社会の実現 

…例えば、データを利活用することで、 

・ 個人の状態に応じた高品質の健康・医療・介護サービスを実現し、生涯現役社会を

創出 

・ 生産性を向上し、安定した、儲かる農業の創出 

・ 災害リスクの予防・予知、円滑かつ迅速な災害対応など安全・安心な社会の実現 等

＜効果１＞ 

住民参加、 

官民協働による 

社会課題の解決、

経済活性化 

＜効果２＞ 

行政の高度化・効率化

・データを根拠とした政策

や施策の企画・立案が行

われ、効率的かつ効果的

な運営につながる。 

＜効果３＞ 

透明性・信頼性の向上 
・政策立案等に用いられた 

公共データが公開されること

で、誰もが政策等に関して分

析、判断が可能となる。 

 
 

民
間
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

☆ 誰もが必要とするデータの迅速

な作成 

 

 

① 県各部局の保有データの把握 

② 利用者ニーズの把握 

③ データを迅速に抽出し、公開 

できる電算システムへの改修等

☆ 誰もが利用しやすいデータ 

公開サイトの提供 

 

 

① 見やすい、分かりやすい、 

使いやすい公開サイトの構築 

☆ データ活用の専門的知識や 

技術を有する人材の育成 

 

 

① 住民参加、官民協働の推進 

② データサイエンティストの養成 

①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の 

作
成 

 ②
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

公
開

 ③
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の 

活
用 

循
環
す
る
仕
組
み 

行政のオープンデータ 



４ 統計利用課における取組 

 

(1) 統計データのオープンデータ化の推進 

   パソコンやスマートフォン等の各種デバイスでの「閲覧」を目的とする場合、紙に 

  印刷するものと同じ状態となるＰＤＦが適していますが、統計データを「利活用」す 

る場合は、オープンデータ（加工しやすい Excel ファイルやデータ交換の互換性が高 

いＣＳＶ形式）が適しています。 

 統計利用課では、利用者の利便性向上や統計データの利活用推進のため、静岡県統

計情報ホームページ「統計センターしずおか」に掲載する統計情報のオープンデータ

化を進めるとともに、各種統計調査の長期時系列データの整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「統計センターしずおか」から

CSV ファイルをダウンロード 

 

加工して、アプリ等へ取込み 

使用アプリ「jSTAT MAP(https://jstatmap.e-stat.go.jp)」 

【オープンデータ利用例】 
静岡県地価調査結果を 

用いた地図の作成 

マップ化することで 

場所ごとの地価が 

一目瞭然！！ 



(2) データサイエンティスト養成講座の実施 

   経営管理部行政経営課と協働しながら、ＰＤＣＡを推進する観点から、統計データ 

  と統計分析ツールを利活用できるデータサイエンティスト職員※１を県及び市町にお 

  いて幅広く養成しています。 

 今年度は、リーサス(RESAS)※２の演習を取り入れるなど、より実践的な内容で、講

座の充実を図っています。 

 

※１ データサイエンティスト職員… 

統計学の基本的な考え方に基づき、対象事例における問題点を発見し、その問題 

点を統計分析し、その分析結果を理解し、判断できる能力を持つ職員。 

 

※２ リーサス(RESAS)… 

地域経済分析システム（Regional 

Economy Society Analyzing System）の 

略称。 

産業構造や人口動態、人の移動などの 

官民のビッグデータを集約し可視化する 

システムのこと。 

経済産業省と内閣官房（まち・ひと・ 

しごと創生本部事務局）が提供している。 

 

 

平成 30 年度データサイエンティスト養成講座の概要 

回次 開 催 日 段階 区分 科  目 

総論 ①PDCA を取組んだデータサイエンス 

各論１ ②統計の基礎と活用 １ 
平成 30 年 

５月 18 日（金） 
各論２ ③回帰分析の基礎 

各論３ ④アンケート調査の設計 
２ 

平成 30 年 

６月 22 日（金） 各論４ ⑤経済波及効果の基礎と実践 

各論５ ⑥ビッグデータ（リーサス）の活用 
３ 

平成 30 年 

８月 24 日（金） 

第１ 

クール

31年度へ

の活用 
特別講義Ⅰ（仮）静岡県の将来人口推計

総論 ①PDCA を取組んだデータサイエンス 

各論１ ②統計の基礎と活用 ４ 
平成 30 年 

10 月５日（金） 

各論２ ③回帰分析の基礎 

各論３ ④アンケート調査の設計 
５ 

平成 30 年 

11 月９日（金） 各論４ ⑤経済波及効果の基礎と実践 

各論５ ⑥ビッグデータ（リーサス）の活用 

各論６ ⑦将来推計人口の基礎と実践 ６ 
平成 31 年 

１月 25 日（金） 

第２ 

クール

31年度へ

の活用 
特別講義Ⅱ＜仮＞広がる統計の世界 

 

済 

済 

講座の様子（平成 30 年 1 月 26 日実施） 



むすびに 

 統計データの社会的・世界的ニーズは日々高まっており、あらゆる場面で統計データ等

を利活用した取組が重要となっています。 

 統計利用課では、「統計センターしずおか」の利便性の向上・統計データの充実を図っ

てまいりますので、統計データの利活用の際は、是非、御利用ください。 

 

☆「統計センターしずおか」利用のご案内 ☆ 

 

 

 

<URL：https://toukei.pref.shizuoka.jp> ①「 キ ー ワ ー ド 」

②「 詳 細 検 索 」

③「分 野 別 一 覧 」

④「 調 査 名 ・ 資 料 名 」

⑤「 デ ー タ 形 式 」

の５つの方法で 

検索できます！ 

子どもの学習にもお役

立ちの「キッズページ」

へのリンクです。 

「 直近 1 ヶ月 」の 

アクセス数トップ 10 を

表示してます。 

マイページ登録した統計データが

更新されるとメールでお知らせし

ます。 

 

県内の 

①推計人口と世帯数 

②政令市の消費者物価指数

③鉱工業指数（生産指数） 

④名目賃金指数（定期給与）

⑤景気動向指数 

の５つの主要指標の推移を 

グラフで概観できます。 


